
（単位：千円）
（最終予算額） （決算額） （ﾍﾟｰｼﾞ） （備考）

一般会計
出納室 4,531 4,127
2.総務費 4,531 4,127
1.総務管理費 4,531 4,127
4.会計管理費 4,531 4,127

会計管理事務 4,531 4,127 12-1

（款-項-目-事業名称）

所 属 名 称 ： 出納室

※端数処理の為、決算書の決算額と一致しない場合があります。



平成 年度 事業成果説明書　兼　評価書
１　事業の成果及び評価

2 1 5

単位

○ 一般会計及び特別会計の決算書を各８０部作成し、図書館等にも配架しました。
経費105千円

○ 役場封筒「角２」及び「長３」を191,000枚作成しました。経費1,574千円
○ 各金融機関における税及び料の取扱い件数は下記のとおりです。

収納事務手数料　2,225千円

〔成果〕
　平成28年度から封筒の管理を行っています。
　口座振替及びコンビ二による納付が増えました。

〔課題〕
　口座振替による収納及び口座振込みによる支払を推進し、窓口業務の効率化を図
る必要があります。

事業の
実施状況

C 窓口による収納事務を減らし、窓口業務の効率化を図る必要があります。

5,3,1,0

担当課による判定と理由

先駆性・独創性 他の見本となりえるか。

評価点　計
（４０点満点） 27 判定基準

有効性 目標数値は達成できたか。

効率性 コスト・人員効率はどうか。評価点

Ａ:事業拡充　Ｂ:現状維持　Ｃ:改善・効率化し継続、委託の検討
Ｄ:規模縮小、終期設定、委託の検討　Ｅ:休止、廃止

5,3,1,07 10 3 3 3 1
5,3,1,0

成果と
課題

評価項目 必要性 妥当性 公平性 有効性 効率性

事業の対象
(だれに) 全町民及び事業者等

事業の目的
(なんのた

めに)
税及び料等の収納と事業費等に係る支払を適正に行い処理する。

先駆性
独創性

必要性 住民ニーズ、事業の必要性は。

妥当性 行政必須か、委託の可能性は。

5,3,1,0
10,7,3,0
10,7,3,0

金融機関 各期

公平性 受益者の偏りはないか。

件数 平成２７年度 増減

山陰合同銀行
上期分

- - -

達成率 - - -

28

事業番号 13 事業名 会計管理事務 事業区分

会計管理費

年度
最　終
予算額

（千円）

決算額

（千円）

事業費財源内訳　（千円）
備考国　庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債

予算区分 款 総務費 項 総務管理費 目

一般財源

一般会計
□新規 ■継続

担 当 課 出納室 担当係 出納係

活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(実績) 29 30

平成28年度 4,531 4,127 0 0 0 0 4,127

- -

平成28年度(明許)

- -
実績 - - - - -設定なし
目標

29,210 件 30,204 件 △994
下期分 26,476 件 26,365 件 111

鳥取銀行
上期分 8,995 件 9,193 件 △198
下期分 8,051 件 7,999 件 52

米子信用金庫
上期分 1,339 件 1,429 件 △90
下期分 1,228 件 1,179 件 49

倉吉信用金庫
上期分 2,870 件 3,038 件 △168
下期分 2,602 件 2,631 件 △29

鳥取中央農協
上期分 19,723 件 20,547 件 △824
下期分 17,407 件 14,728 件 2,679

鳥取県信用漁業協
同組合

上期分 605 件 679 件 △74
下期分 511 件 555 件 △44

ゆうちょ銀行
上期分 7,312 件 7,625 件 △313
下期分 6,558 件 5,012 件 1,546

コンビニ
上期分 4,357 件 3,928 件 429

下期分 2,539 件 2,244 件 295

総合計 139,783 件 137,356 件 2,434

各期合計
上期分 74,411 件 76,643 件 △2,232

下期分 65,372 件 60,713 件 4,659
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